
に ほん じん はな
日本人と話そう

に ほん じん こうりゅう
◆日本人との交流

かいがい に ほん ご きょういく もんだいてん ひと きょうしつ そと
海外での日本語教育の問題点の一つとして、教室の外

に ほん ご つか き かい がくしゅうしゃ どう き たか
で日本語を使う機会がないため、学習者の動機が高まら

い がっ
ないということがよく言われます。もし、みなさんの学

こう に ほん けんがく く ひと ちか に ほん
校に日本から見学に来る人がいたら、また、近くに日本

じん す じゅぎょう さん か きょうしつ なか
人が住んでいたら、授業に参加してもらって、教室の中

がくしゅうしゃ に ほんじん に ほん ご はな き かい せっきょくてき つく
で学習者が日本人と日本語で話す機会を積極的に作って

みてはどうでしょうか。

ちか に ほんじんかい だんたい に ほんじん おお はたら
近くに日本人会のような団体や日本人が多く働いてい

かいしゃ れんらく ひと ほうほう
る会社があれば、連絡をとってみるのも一つの方法です。

に ほん ご きょう し はんだん ほうもんしゃ う い
ただ、日本語教師だけの判断で訪問者を受け入れること

がっこう ひつよう じょう
ができない学校もあるでしょうから、それぞれ必要な情

ほう あつ
報を集めてください。

きょう し やく わり き
◆教師の役割・気をつけること

かつどう じゅん び
� 活動の準備

に ほんじんさん か しゃ がくしゅうしゃ じ ゆう かい わ
日本人参加者と学習者に自由に会話をしてもらうとい

か のう がくしゅうしゃ かい わ
うことも可能ですが、学習者によっては、会話がうまく

すす けっ か じ しん うしな
進まず、その結果、自信を失ってしまうこともあります。

がくしゅうしゃ ぐ たいてき がくしゅうもくひょう かつどう けいかく
学習者のレベルや具体的な学習目標にそった活動を計画、

じゅん び たいせつ
準備することが大切です。

じゅぎょう まえ がくしゅうしゃ たい
a．授業の前に（学習者に対して）

に ほんじん かつどう つか に ほん ご がくしゅう
クラスで日本人との活動で使う日本語を学習したり、

はな ないよう そうだん がくしゅうしゃどう し れんしゅう
話す内容を相談したり、学習者同士で練習したりしてお

きます。

じゅぎょう まえ に ほんじんさん か しゃ たい
b．授業の前に（日本人参加者に対して）

がくしゅうしゃ とくちょう さん か じゅぎょう もくてき
学習者のレベルや特徴、参加してもらう授業の目的を

し ちゅう い つた かつどう もくてき
知らせ、注意することを伝えます。活動の目的やレベル

ばいかい ご つか こう か てき
によって、媒介語を使うのが効果的だったり、できるだ

に ほん ご はな ほう
け日本語だけで話してもらった方がいいこともあります。

じゅぎょう はじ
c．授業の始めに

がくしゅうしゃ に ほんじんさん か しゃ はじ あ きん
学習者も日本人参加者も初めて会ったときはとても緊

ちょう かつどう まえ からだ うご
張しています。活動の前に体を動かすゲームなどをして、

はな ふん い き つく
話しやすい雰囲気を作るようにするといいでしょう。

じゅうなん たいおう
� 柔軟な対応

じゅん び ほうこう すこ がくしゅうしゃ に ほん
準備した方向と少しずれてしまっても、学習者も日本

じんさん か しゃ たの つづ
人参加者もやりとりを楽しんでいるようならそのまま続

の む じゅん
けてもいいでしょう。�で述べたことと矛盾するようで

けいかくどお に ほんじん こうりゅう けいけん
すが、計画通りにいかなくても、日本人との交流の経験

きょう か しょ つか なん じ かん べんきょう おお
そのものが、教科書を使って何時間か勉強するよりも大

こう か あ すこ
きい効果を上げることもあります。ですから、少しぐら

しっぱい おも がくしゅうしゃ に ほんじんさん か しゃ はんのう
い失敗したと思っても、学習者や日本人参加者の反応を

かんさつ つぎ おな かつどう なに ちゅう い
観察し、この次に同じような活動をするときに何を注意

かんが おも
したらいいか考えるようにするといいと思います。

かつどう ひょう か
� 活動の評価

に ほんじんさん か しゃ かつどう あと がくしゅうしゃ かつ
日本人参加者との活動の後で、学習者といっしょに活

どう ふ かえ たいせつ に ほん ご に ほんじん
動を振り返ることも大切です。日本語をはじめ、日本人

ひ げん ご こうどう かい わ ないよう がくしゅうしゃ
の非言語行動や会話の内容についてなど、学習者にとっ

はっけん がくしゅう
てはたくさんの発見と学習のヒントがあったはずです。

かんそう がくしゅう はな あ
みんなで感想やこれからの学習について話し合うといい

でしょう。

に ほん じん かつ どう れい
◆日本人との活動例

じゅん び ひつよう に ほんじん
準備がそれほど必要ではなく、日本人といっしょにで

かんたん きょうしつかつどう れい しょうかい かつどう
きる簡単な教室活動の例を紹介します。この活動は、タ

こくさいこうりゅう き きん に ほん ご せんにんこう
イにある国際交流基金バンコック日本語センター専任講

し ふかざわのぶ こ
師の深澤伸子さんからのアイディアです。

��	���	���	���	���	���	���	���	���	���	���	���	���	���	

じゅ ぎょう

授業のヒント
こんかい に ほん ご に ほんじん まね
今回は、日本語のクラスに日本人を招い

かつどう かんが かた しょう
たときの活動の考え方とそのアイディアを紹

かい
介します。

もくてき おし
目的・教えること

に ほんじん に ほん ご
・日本人と日本語でコミュニケーションを

すること

に ほん に ほんじん し
・日本や日本人について知ること

がくしゅうしゃ
学習者のタイプ

がくしゅうしゃ
どんなタイプでも（レベル、学習者のタ

あ かつどう かんが
イプに合わせた活動を考える）

にんずう
クラスの人数

なんにん にんずう あ かつどう かんが
何人でも（人数に合わせた活動を考える）

じゅん び
準備するもの

かつどう こと
（活動によって異なる）

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
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しょきゅう
� インタビュー（初級）

もくてき つか ぶんけい
〈目的・使う文型〉

か のうけい れんしゅう
「～ができる」（または可能形）の練習

にんずう
〈人数〉

なんにん おおにんずう
何人でもいい。（大人数でもできる。）

て じゅん
〈手順〉

がくしゅうしゃ に ほんじん わりあい おな ふた
�学習者と日本人の割合が同じになるように二つのグ

わ
ループに分ける。

くるま うんてん
�「テニスができますか」「車が運転できますか」などと

き はな ふん い き も あ
聞いて、話したい雰囲気を盛り上げてから、シートを

くば かつどう せつめい
配って活動の説明をする。

いっぽう
�一方のグループ

ひと いっ
の人が、もう一

ぽう
方のグループの

ひと
人とペアになっ

たが しつもん
てお互いに質問

けっ か
して結果をシー

か にんずう
トに書く。人数

じ かん せいげん たの
や時間の制限をつけてゲームにするとより楽しくなる。

なんにん がくしゅうしゃ に ほんじんさん か しゃ けっ か
�何人かの学習者や日本人参加者がインタビューの結果

ほうこく
を報告する。

しつもん ないよう まった おな しつもん あい て
質問の内容が全く同じだと質問が相手にわかってしま

あい て き こた
い、相手がきちんと聞かずに答えてしまうので、インタ

こうもく に ほんじんよう がくしゅうしゃよう か
ビューの項目は、日本人用と学習者用とを変えてもいい

たと に ほんじんよう しつもん の
でしょう。例えば日本人用の質問に「ビールが飲めます

き もの き い ばな
か」や「着物が着られますか」や「生け花ができますか」

い あと けっ か はな
などを入れておきます。インタビューの後で結果を話し

あ に ほんじん
合うと、日本人だからといって、みんなができるわけで

はないことがわかっておもしろいでしょう。

ちゅう じょうきゅうよう
� ロールプレイ（中・上級用）

もくてき つか ぶんけい
〈目的・使う文型〉

あい て せっとく れんしゅう がくしゅう ぶん
相手を説得する練習。それまで学習したいろいろな文

けい つか おも
型を使う。「～はいかがですか」「～がいいと思います」

など。

にんずう
〈人数〉

にんてい ど に ほんじん にん すく
１５人程度、日本人は５、６人いるといいが、少なくて

もよい。

て じゅん
〈手順〉

がくしゅうしゃ にん つく ふ どうさん や
�学習者は２、３人ずつグループを作り、「不動産屋」

じ どうしゃはんばいぎょうしゃ りょこうぎょうしゃ きゃく み
「自動車販売業者」「旅行業者」などになる。客に見せ

よう い
るパンフレットなどを用意させてもよい。

に ほんじんさん か しゃ きゃく
�日本人参加者は客になる。

がくしゅうしゃ きゃく き ぼう あ しょうひん
�学習者は客の希望に合わせて商品をすすめたり、プラ

てい じ か きゃく
ンを提示して、買わせようとする。客はすすめられて、

き い しょうひん か き い
気に入ったらその商品を買う。気に入らなかったり、

き ことわ
その気になれなかったら断ってもよい。

かつどう あと がくしゅうしゃ けっ か ほうこく に ほんじん
�活動の後で、学習者はクラスに結果を報告し、日本人

さん か しゃ か り ゆう か り ゆう い
参加者は買った理由や買わなかった理由を言う。

かつどう たいせつ がくしゅうしゃ に ほんじんさん か しゃ
この活動で大切なことは学習者も日本人参加者も「そ

き に ほんじんさん か しゃ きょう し
の気」になることです。日本人参加者には教師がロール

か やくわり じっさい か
カードを書いて役割をあたえてもいいですが、実際の家

ぞくこうせい ねんれい じょうきょう じ ぶん き
族構成や年齢、状況などから自分で決めてもらうと、そ

やく
の役になりやすいかもしれません。

かつどう
こうした活動で

に ほんじんさん か しゃ
は、日本人参加者

やくわり たい
の役割がとても大

せつ ふかざわ
切です。深澤さん

つぎ
はいつも次のよう

に ほんじんさん
なことを日本人参

か しゃ ちゅう い
加者に注意してほ

い
しいと言っている

そうです。

なに たの はな
・何よりも楽しそうに話すこと

きょう し に ほん ご おし
・教師になって、日本語を教えようとしないこと

し ぜん はな
・おおげさにせずに自然に話すこと

いっかい い
・わからなかったら、まずもう一回言って、それでも

い かた か
わからなかったら言い方を変えてみる。わからない

い わ だい か
からと言ってすぐに話題を変えないこと

みな に ほん ご がくしゅうしゃ に ほん
皆さんの日本語のクラスが、学習者にとっても、日本

じんさん か しゃ たの こうりゅう ば き たい
人参加者にとっても、楽しい交流の場になることを期待

しています。

�	���	���	���	���	���	���	���	���	���	���	���	���	���	�

たんとうしゃ きたむらたけ し はっ た なお み に ほん ご こくさい せんにんこう し
このコーナーの担当者：北村武士、八田直美（日本語国際センター専任講師）

どくしゃ みな せいこうれい しっぱいだん よ
読者の皆さんのアイディア、成功例、失敗談などをお寄せください。

さんこうぶんけん
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いく だい しょう
育のために』（第７章ティーチング・アシスタン

かつよう たいしゅうかんしょてん
トの活用）大修館書店

おか べ ま り こ
２．岡部真理子（１９９７）「ビジターセッションのすす

げっかん に ほん ご がつごう
め」『月刊日本語』７月号アルク
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